平成２２年第２回定例会

～　通告書順　～
	日付
	順　番
	議　員　名
	党　名

	６
月
23
日

	１
	岡 部　政 一
	無　所　属

	
	２
	佐 川　勇 司
	無　所　属

	
	３
	佐 藤　弘 信
	無　所　属

	
	４
	岡 部　淳 一
	日本共産党

	
	５
	佐 藤　一 夫
	無　所　属

	
	６
	高 木　節 男
	無　所　属

	
	７
	近 内　光 英
	無　所　属


古 殿 町 議 会
	順序
	質問者
	質問事項
	要　　　　　　　　旨

	１

	4 番
岡部　政一
	1.人口減少に対する町の施策について
(答弁者: 町　長)

	(1) この様な人口減少の推移をどのようにとらえているか。
(2) 人口減少に歯止めをかける施策で、今後特に重点と考えているものは何か。
(3) 過疎地に指定されているが、要件は何か。
(4) 合併について、現在どのように考えているか。

	
	
	2.危機管理対策について
(答弁者: 町　長)
	(1) 口蹄疫の感染予防対策はどのようになっているのか。
(2) いろんな事態に対応した危機管理システムを構築すべきと考えるがどうか。
(3) 現在の防災対策と町民への周知方法はどのように考えているか。

	
	
	3.その後の中山間総合整備事業について
(答弁者: 町　長)
	(1)東地区の中山間整備事業はどのようになっているか。
(2)東地区の新規、中山間整備事業が着工されるのか。
(3)東地区の中山間整備事業が打ち切られたらどのようにするのか。
(4)中山間整備事業の中で、継続されるのはなにか。
(5)西地区と東地区の事業のバランスが出てくると思うがどのように考えるか。

	２

	２番
佐川　勇司

	1.県道135号(三株下市萱小川)線の整備について
(答弁者: 町　長)

	(1) 今年１月、この路線の整備計画(大久田地内)について、説明会が開催されましたが、その後の経過についてどのような進展なのか。
(2) 町が施策している町有路線の除伐除草等の環境整備が町民から、大変評価されております。これと同様、この路線にも環境道路整備施策が望まれています。この件での、関係機関との協議を、どのように進めているのか。
(3) 下松川古内地内の道路整備と小名沢地内の落石など危険防止等について、県関係機関とどんな協議内容か。また、その後の経過について、どのような進展なのか。


	
	
	2.地デジ難視聴対応と進捗状況について
(答弁者: 町　長)
	(1) 難視聴地区に対する国・県・町の対応と支援の内容は、どのようになっているのか。
(2) 共聴新設等のアンテナ対策の支援を受ける手順の流れはどのようになっているか。また、町の支援はどんな内容か。
(3) 共聴新設等の進捗状況は、現在どの段階なのか。
(4) 共聴組合の新設に伴う多大の資金や維持管理が大きく、対応に苦心している状況もあると思います。この住民不安の対処策の考えはどうなのか。


	順序
	質問者
	質問事項
	要　　　　　　　　旨

	３

	１番
佐藤　弘信
	1.地上デジタル放送の難視聴地域への対応について
(答弁者: 町　長)

	(1) 国の施策ではあるが、町としての地上デジタル放送への移行に対しての役割は何か。
(2) 区長会でも報告されたようですが、前木地区から竹貫の一部の地区は、荷市場局の廃止に伴い、来年の地上デジタル放送開始に間に合わないという情報があったようですが、町ではそのような状況をどの程度把握しているのか。
(3) 区長会での報告後、町ではどのような対応をしたのか。
(4) 一部には要望書を取りまとめて、提出すべきとの動きがあるが、そのようなことは必要か。
(5) 町民の皆さんの中には、この地上デジタル放送移行に関して、不満や不公平感を感じている方もいるようですが、国の施策であり、町としては直接の事業主体でないと認識しておりますが、来年の地上デジタル放送移行時に、難視聴地域が発生した場合の対応はどう考えているのか。


	４

	岡部　淳一

	１.税金滞納問題の対応と考え方について
(答弁者: 町　長)

	(1) 町民の生活実態、そして滞納者が置かれている生活実態の把握は具体的にどうしているのか。何か取りまとめた資料はあるのか。
(2) 滞納者に対するこれまでの対処方法は。またその方法では対処できなくなっているのか。
(3) 行政サービスの制限に現時点で踏み切った具体的な理由は何か。
(4) 制限措置で滞納が改善される根拠は何か。
(5) わが町の様な小さな町は、納税においても滞納問題においても信頼関係に基づくものと思うが町の考えは。


	
	
	2.河川管理と管理道などの整備改良について
(答弁者: 町　長)
	(1) 河川管理などについて、具体的な町と県の協議はあるのか。
(2) 河川管理道の県としての整備計画はあるのか。町として整備改良にどう関わってきたのか。また河川に関連する町道を含め、今後はどうするのか。
(3) 河川環境を守るという観点から、町や町民が具体的にどう関わっていくべきと考えているのか。
(4) 河川沿いの桜の景観を、町おこしにつなげるなどの考えはあるのか。



	順序
	質問者
	質問事項
	要　　　　　　　　旨

	４
	８番
岡部　淳一
	3. 当面する課題への取り組みについて
(答弁者: 町　長)

	(1) 口蹄疫の対応と対策の考え方について。
(2) 子宮頚がんワクチンの接種に対する考え方について。
(3) 閉校までの各小学校行事と予算措置の考え方について。
(4) 人口減少の原因及び認識と対応に対する考え方について。


	５

	　６番
佐藤　一夫

	1. 子宮頚がんの対策について
(答弁者: 町　長)

	(1) 小学校６年生から中学３年生までの女子生徒を対象とした、全額公費負担によるワクチン接種の実施について見解を伺う。


	
	
	2. 入札制度の現状と最低落札価格の導入について
(答弁者 : 町　長)

	(1) 指名競争入札と一般競争入札の落札率がかい離している点がありますが、この状況をどう見ているのか。
(2) デフレ脱却も踏まえ、一般競争入札に最低落札価格を導入する考えはあるか。
(3) 今後の入札制度について、どう取り組んでいくのか。


	６

	３番
高木　節男

	1.改正過疎法による具体的なビジョンは。
(答弁者 : 町　長)

	(1) わが町の過疎計画が、ソフト事業を含め変更はあるのか。
(2) ソフト事業の、ビジョンを含む具体的な計画案がどの様に検討されているのか。
(3) 実施計画作成に、町民の声を取り上げる考えはあるのか。

	７

	１２番
近内　光英

	1.業者指名のあり方と議会での対応について
(答弁者 : 町　長)

	(1) 業者指名と町の考え方について
(2) 議会答弁においては、質問者の真意と言うものを良く理解して答弁すべきと考えるが如何か。

	
	
	2.おふくろの駅の運営について
(答弁者 : 町　長)
	(1)「道の駅」指定と運営主体の法人化がなされ、一層の飛躍が期待されるところだが、問題点も散見される。町としてどのような運営を目指すのか。

	順序
	質問者
	質問事項
	要　　　　　　　　　旨

	６

	８番
岡部　淳一

	3. 町民から寄せられた声に真摯に対応しているのか
(答弁者 : 町 長)
	(1) 役場庁舎の塗装工事に関する町民からの声を、町長に申し入れしたが、３カ月過ぎても何の報告もない。申し入れはどう扱われたのか、町の対応を伺います。

	７

	６番
佐藤　一夫
	1. 消防団の組織改編による成果と課題について
(答弁者 : 町　長)

	(1) 組織改編が、消防団員によく理解され、機能してきているのか。
(2) 組織改編によって、どのような成果が見られたのか。
(3) 若者の減少や職業の多様化による団員の確保は、困難を増すものと予想されるが、どう対策を講ずるのか。また、定数についての考えは。
(4) 地域社会における自治体消防は必要不可欠ですが、過疎化・高齢化の中で、今後の消防組織の維持とあり方、また災害発生時の対応について、どのような考えを持っているのか。


	
	
	2. 町道松久保・鵰巣線の改良について
(答弁者 : 町　長)

	(1) 町道松久保・鵰巣線は、山上・論田地区の住民にとって非常に重要な生活道路であり、町でも改良工事や支障木対策などを実施して道路整備に努力してきました。今後、統合小学校におけるスクールバス運行の路線でもあり、安全性の確保からS字カーブの改良が強く望まれるが、町長の見解を伺う。


	
	
	3. 町の活性化に、民間活力がどう生かされているのか
(答弁者 : 町　長)

	(1) 過疎化の進行により、将来の不安が取り沙汰されている中で、町民誰しもが活力ある町にしたいとの思いがある。町もソフト・ハード両面で活性化策を打ち出しているが、成果を得ることが難しいこともあります。
　地域の振興・活性化は、官民一体による相互理解と地道な取り組みが不可欠と考え、町民の力をどのように生かし、具体的な取り組みをされていくのか所見を伺う。



一　般　質　問








